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単粒・団粒構造を有する土壌の熱特性：粒径および形状による影響
Thermal Properties of Non-aggregated and Aggregated Soils: Effects of Particle Size and
Shape
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土壌の熱特性（熱伝導率、熱容量）は廃棄物処分場や、熱処理技術による汚染土壌の除去などの熱移動過程を理解す
るために非常に重要である。
これまで様々な土壌において、水分状態や締固め度などの熱特性に対する影響は研究されてきた。しかし、土粒子の

粒径や形状などのミクロな視点で熱特性との関係を記した研究は少ない。粒径や形状は土壌の充填構造（固相の屈曲度、
接触数）に大きな影響を与えている。
本研究は異なる粒径や形状の単粒・団粒土を用い、様々な水分条件で熱特性を測定する。ミクロな視点で土壌の間隙

構造を調べるために X 線 CT装置を用いた。石英のような試料の鉱物組成の測定も行った。異なる水分状態で土壌の構
造と鉱物組成がどのように土壌の熱特性に関係しているのか研究することが本研究の目的である。
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